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学 会 記 事
第２６回徳島医学会賞及び第５回若手奨励賞受賞者紹介
徳島医学会賞は，医学研究の発展と奨励を目的として，
第２１７回徳島医学会平成１０年度夏期学術集会（平成１０年
８月３１日，阿波観光ホテル）から設けられることとなり，
初期臨床研修医を対象とした若手奨励賞は第２３８回徳島
医学会平成２０年度冬期学術集会（平成２０年２月１５日，長
井記念ホール）から設けられることとなりました。徳島
医学会賞は年２回（夏期及び冬期）の学術集会での応募
演題の中から最も優れた研究に対して各期ごとに大学関
係者から１名，医師会関係者から１名に贈られ，若手奨
励賞は応募演題の中から最も優れた研究に対して２名に
贈られます。
第２６回徳島医学会賞は次の２名の方々の受賞が決定し，
第５回若手奨励賞は次の２名の方々に決定いたしました。
受賞者の方々には第２４３回徳島医学会学術集会（夏期）
授与式にて賞状並びに副賞（賞金及び記念品）が授与さ
れます。
尚，受賞論文は次号に掲載予定です。
徳島医学会賞
（大学関係者）
い むら さとる
氏 名：居村 暁
生 年 月 日：昭和４６年９月２０日
出 身 大 学：徳島大学医学部医学
科
所 属：徳島大学病院消化器・
移植外科
研 究 内 容：高度肉眼的門脈侵襲陽性の進行肝癌に対
する治療戦略～理論的根拠と臨床成績～
受賞にあたり：
この度は第２６回徳島医学会賞に選考していただき，誠
にありがとうございます。選考していただきました先生
方をはじめ関係各位の皆様に感謝いたします。
肉眼的門脈腫瘍栓を伴う進行肝細胞癌は，積極的な肝
切除により治癒切除が施行し得ても術後早期に制御不能
な再発をきたし予後不良であり，外科切除だけでは癌を
治癒させることはできないことが問題です。そこでわれ
われは２０００年以降，門脈二次分枝より中枢側まで腫瘍栓
を認める（Vp＞２）進行肝癌症例に対して，術後にイン
ターフェロンα（IFNα）と５FU+CDDPを併用し全身投
与を行う Systemic IFN α+Low dose FP（IFP）療法を再
発予防目的に補助療法として行ってきました。動注療法
を行う施設もありますが，術後に動注カテーテル留置な
どの必要はなく簡便に開始できるメリットがあります。
今回の発表は門脈一次分枝～本幹に門脈腫瘍栓が存在
する（Vp３）症例の治療成績を報告しました。IFP療
法施行群は補助療法なしの対照群と比較し，有意に予後
改善効果を認めました。しかし肉眼的治癒切除し得ても
circulating tumor cellは存在するため，IFP施行群でも
完全な再発制御は困難です。再発パターンの解析から，
IFP療法が，癌細胞の臓器への着床および転移臓器での
増殖を抑制するのではないかと考え，マウス肝癌細胞株
を用いて基礎的検討を行ったところ，IFNαが腫瘍細胞
の増殖・浸潤を抑制すること，脾注肝転移モデルで転移
を制御するという知見を得ました。
進行肝細胞癌治療における解決すべき問題点はまだあ
りますが，治療成績向上に向けてさらに研究を行ってい
きたいと思います。
最後に，本研究を行うにあたりご指導ご鞭撻をいただ
きました島田光生教授をはじめ教室の先生方に厚く御礼
申し上げます
（医師会関係者）
た やままさのぶ
氏 名：田山正伸
生 年 月 日：昭和２６年８月１１日
出 身 大 学：徳島大学医学部医学
科
所 属：徳島市医師会
田山チャイルドクリ
ニック
研 究 内 容：徳島市夜間休日急病診療所の現状と課題
－小児救急体制の危機－
受賞にあたり：
この度は，第２６回徳島医学会賞に選考していただき，
誠にありがとうございました。選考委員の諸先生をはじ
め関係各位の皆様に深く感謝申し上げます。
私は平成６年に徳島市内で小児科診療所を開設し，地
域医療に携わってきました。一方で，平成１４年より徳島
市医師会常任理事を拝命し，徳島市夜間休日急病診療所
（以下，急病診療所と略す）の担当理事となり，運営に
関わりました。急病診療所は平成９年に徳島市より委託
されて徳島市医師会によって開設され，現在１４年目とな
ります。診療科目は小児科と内科の１次救急施設であり，
患者数は当初７，８千人であったものが，徐々に増加し，
年間１万３，４千人となりました。患者数の増加に伴い，
平成１８年より徳島市から徳島市医師会は指定管理者に指
８３
定され，自主運営となりました。平成２１年度は新型イン
フルエンザのパンデミックな流行により，患者数は開設
以来最多の１万８千人を超えました。現在の課題は医師
不足に伴う医師確保であり，とりわけ，小児科医の確保
が次第に困難となってきていることです。今後，医師の
高齢化に伴い，小児救急患者の増加に対応できるだけの
小児救急体制を維持することが困難となります。そのた
めには，長期的には小児科医の育成が必要であり，また，
住民に対しても急病診療所の現状を周知し，不要不急の
受診を控えるような啓発活動が必要と思われました。小
児救急の抱える問題点である医師不足はここ徳島県にお
いても同様であり，徳島県医療全体の中で検討すべきも
のと考えます。
最後になりますが，この１４年間の期間，急病診療所に
出務して下さった，医師，看護師，薬剤師及び事務職員
の多大な労苦とボランティア精神に感謝し，その業務を
運営した歴代の徳島市医師会会長及び役員各位，また，
事務局の皆様に感謝申し上げます。
若手奨励賞
かど た たか こ
氏 名：門田尚子
生 年 月 日：昭和５８年９月２３日
出 身 大 学：徳島大学医学部医学
科
所 属：徳島大学病院卒後臨
床研修センター
研 究 内 容：選択的ニューロキニン１受容体拮抗薬に
よる制吐剤が術後嘔気・嘔吐に及ぼす影響
受賞にあたり：
この度は徳島医学会第５回若手奨励賞に選考頂き誠に
ありがとうございます。選考していただきました先生方，
ならびに関係者各位の皆様に深く感謝申し上げます。
私は麻酔科での研修中に，術後悪心・嘔吐【PONV】
に関する臨床研究に携わる機会をいただきました。今回
の研究では，NK‐１受容体拮抗薬が PONVに及ぼす影響
について報告しましたが，PONVに影響する因子は制
吐薬だけでなく，患者既往，術式，麻酔内容など多岐に
わたります。手術，麻酔の安全性が向上した現在，PONV
は手術や麻酔の質を左右する重要な因子であり，生命予
後に直接関与することは少ないとはいえ，時に患者に
とって術後痛より耐えがたいものとなります。今回の研
究をとおして，ただ手術が始まり，終わるのを待つだけ
ではない，術前・術後をとおして患者の苦痛を取り除き，
何が患者にとって有益かを常に考える必要性を強く認識
しました。研修期間中にも関わらず，このような機会を
与えてくださり，また非常に多くのご指導を賜りました
麻酔科の諸先生方に，この場をお借りして厚く御礼申し
上げます。
最後になりましたが，日頃よりご支援くださる卒後臨
床研修センターの佐田先生，西先生，山本先生，宮谷先
生，スタッフの皆様方に心より御礼申し上げます。
にしやま あきら
氏 名：西山 徹
生 年 月 日：昭和６０年１１月２２日
出 身 大 学：徳島大学医学部医学
科
所 属：徳島大学病院卒後臨
床研修センター
研 究 内 容：急性期脳梗塞に対し t-PA療法が無効で
あった症例における経動脈的血栓破砕・
吸引療法の有効性
受賞にあたり：
この度は徳島医学会第５回若手奨励賞に選考頂き誠に
有難うございます。選考していただきました先生方，並
びに関係者各位の皆様に深く感謝申し上げます。
現在，急性期脳梗塞に対する有効な治療方法の一つと
して t-PAを用いた経静脈的線溶療法（t-PA療法）があ
げられます。t-PA療法にて治療効果を得られない症例
では予後の改善は望み難いのが現状です。
当院では t-PA療法が無効であった症例で，かつMRI
で Diffusion-Perfusion-mismatchの継続している症例に
たいし頸動脈的血栓破砕吸引術を行い，予後の改善に努
めております。今回報告した症例のうち血栓破砕吸引術
にて部分的にでも再開通を得られた場合，予後の改善を
得られました。また，今後は血管内治療において新しい
デバイスも登場してきており，更なる治療成績の上昇が
期待されております。
私は脳神経外科での研修中に急性期脳梗塞の患者様を
数多く担当させていただきましたが，転帰はさまざまで
あり今回の研究のような積極的な治療介入が予後改善に
非常に重要であると感じました。
最後になりましたが脳神経外科での研修期間終了後に
も関わらず今回の発表の為に多大なるご指導，御助言を
頂きました徳島大学病院脳神経外科学永廣教授，里見先
生，兼松先生，山口先生，スタッフの皆様に心から御礼
申し上げます。
また日頃より御指導，御支援くださる卒後臨床研修セ
ンターの佐田先生，西先生，山本先生，上田先生，スタッ
フの皆様方にも心から御礼申し上げます。
８４
